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防
災
啓
発
学
習

＠
柘
植
中
学
校

･
･
･

中
学
生
が
考
え
合
い
ま
し
た･

･
･

防災啓発クロスロード防災啓発クロスロード
あなたならどうする？

〇地震で家がこわれたので、家族みんなで避難

所へ行きました。避難所には食糧を持っていな

い人がたくさんいます。あなたが持っていった

非常持ち出し袋には食糧が３日分あります。

持っていない人の前でその袋を開けますか？

〇避難所では困っている人がたくさんいるので、

毎日いろんなことを手伝っています。なので、

受験生のあなたは勉強をする時間がなく、この

ままでは受験に合格できなくなるかもしれませ

ん。避難所の手伝いをやめて勉強しますか？
自主防災実行委員会

８
月

日
（
水
）
午
前
、
柘

２９

植
中
学
校
で
防
災
訓
練
が
あ
り
、

そ
の
後
、
自
主
防
災
実
行
委
員

が
防
災
学
習
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

ゲ
ー
ム
」
の
お
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。

災
害
時
に
起
こ
り
う
る
課
題

に
対
し
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

ど
う
対
処
す

る
か
を
自
ら

判
断
す
る
よ

い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
な
り

ま
し
た
。

※
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
は
、
決

す
べ
き
「
岐
路
」
「
分
か
れ

道
」
の
こ
と
。
阪
神
淡
路
大

震
災
の
教
訓
か
ら
考
え
出
さ

れ
た
啓
発
教
材
で
す
。

小
学
校
の
先
生
方
も･

･
･

小
学
校
の
先
生
方
も･

･
･

８
月

日
（
月
）
午
後
、
柘
植
小
学
校
で
、

２０

夏
休
み
中
の
教
職
員
研
修
と
し
て
行
わ
れ
た

「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
を
自

主
防
災
実
行
委
員
が
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

昨

年

は

、

既

成

品

を

使

っ

て

研

修

し

ま

し

た

が

、

今

年

は

、

柘

植

地

域

の

特

性

に

合

わ

せ

て

実

際

の

区

名
や
公
共
施
設
名
な
ど
を
入
れ
た
「
状
況
カ

ー
ド
」
（
例
を
参
照
）
を
用
意
し
て
避
難
所
運

営
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

実
名
を
使
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
住
む
人
や

地
域
の
地
形
な
ど
を
リ
ア
ル
に
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
具
体
的
な
研
修
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
教
職
員
の
み
な
さ
ん
は
、

柘
植
小
学
校
が
現
実
に
避
難
所
と
な
る
こ
と

を
想
定
し
、
真
剣
か
つ
現
実
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

将
来
、
大
災
害
に
遭
遇
し
て
も
地
域
の
自

主
防
災
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
災
害
に

対
処
し
て
頂
け
る
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。

HUG 状況カード例

本日９時以降、名阪

国道伊賀IC～亀山IC

が通行不能に。多数

の車両が名阪に停止。

今後、避難者が小学

校避難所へ来る予定。

対応の検討をお願い

します！
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教育文化部会

今
年
で
５
回
目
と
な
っ
た
「
つ
げ
っ
こ
夏

ま
つ
り
」
が
８
月

日
（
土
：
山
の
日
）
に

11

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
、
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し

た
後
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
関
係
者
な
ど
総

勢
約

人
が
柘
植
川
に
移
動
。
河
川
敷
で
、

40

全
員
が
準
備
運
動
を
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち

は
川
に
入
り
元
気
に
イ
カ
ダ
乗
り
、
魚
と
り

な
ど
水
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
で
水
鉄
砲
を
作
っ

た
り
、
紙
玉
鉄
砲
、
弓
矢
、
竹
と
ん
ぼ
等
昔

の
子
ど
も
遊
び
を
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
大
人
の
方
が
夢
中
に
な
っ

て
し
ま
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

昼
食
の
後
に
は
、
紙
芝
居
を
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
し
た
。

教
育
文
化
部
会
員
で
事

前
に
草
刈
な
ど
の
整
備

を
し
ま
し
た
。

昼
食
は
女
性
活
動
部
会
の
協
力
を
得
て
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
ス
イ
カ
割
り
も

み
ん
な
の
声
援
の
中
で
大
成
功
し
ま
し
た
。
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８
月

日
（
土
）
、

18

ふ
る
さ
と
会
館
い
が

と
柘
植
中
学
校
・
霊

峰
中
学
校
を
会
場
に
、

第

回
い
が
ま
ち
人

43
権
・
同
和
教
育
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

午
前
中
は
、
全
体

会
が
あ
り
、
堀
会
長

や
岡
本
市
長
ほ
か
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
記

念
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

慶
應
義
塾
大
学
の

井
出
英
策
さ
ん
（
写

真
）
が
「
自
由
と
可

能
性
の
財
政
改
革
～
自
己
責
任
社
会

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
～
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
現
在
の
日
本
の
置
か
れ
た
実
情
を
各
種
の

デ
ー
タ
を
出
し
て
斬
り
、
今
後
め
ざ
す
べ
き

「
頼
り
合
え
る
社
会
」
に
つ
い
て
方
向
性
を

示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

運
不
運
で
一
生
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
現
在

の
日
本
「
自
己
責
任
社
会
」
を
、
「
頼
り
合

え
る
社
会
」
に
作
り
変
え
、
自
由
と
可
能
性

を
す
べ
て
の
人
に
と
の
政
策
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

参
加
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
り
ま
し
た
。

午
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
分
科
会
が
あ

り
ま
し
た
。

８
月

日
（
金
）
、
市
民
セ
ン

17

タ
ー
に
お
い
て
、
第
２
回
実
行

委
員
会
（
写
真
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
特
に

月
７
日
に

10

開
催
す
る
「
柘
植
地
域
合
同
防

災
訓
練
」
の
細
部
計
画
に
つ
い

て
服
部
文
昭
事
務
局
長
が
説
明

し
、
各
区
の
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
問
題
点
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
大
規
模
地
震
が
深

夜
発
生
、
夜
が
明
け
て
明
る
く
な
っ
て

状
況
が
判
明
し
て
き
た
と
い
う
段
階
で

午
前
８
時
に
訓
練
を
開
始
す
る
と
い
う

想
定
で
す
。

各
区
で
の
安
否
確
認
と
地
域
災
害

対
策
本
部
へ
の
報
告
か
ら
始
ま
り
、

避
難
行
動
～
指
定
避
難
所
の
開
設
を

行
い
ま
す
。

前
回
の
よ
う
な
起
震
車
や
煙
道
体

験
、
消
火
器
操
作
方
法
と
い
っ
た
訓

練
は
実
施
せ
ず
に
、
指
定
避
難
所
の

開
設
を
初
動
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
避
難
者
の
皆
さ
ん
に
も
手
伝
っ

て
頂
き
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
者
と

し
て
災
害
に
立
ち
向
か
え
る
姿
勢
を

訓
練
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
防
災
訓
練
の
「
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
各
世
帯
単
位
で
配
布
（
８

月
末
頃
）
し
て
、
自
助
・
共
助
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
や
意
識
を
広
く

把
握
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

各
家
庭
で
ご
回
答
・
ご
提
出
（
９
月

上
旬
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
え
て
、
実
際
に
各
地
で
避
難
所

運
営
上
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
ペ

ッ
ト
の
避
難
」
に
つ
い
て
、
飼
い
主

さ
ん
の
意
識
や
準
備
状
況
も
同
時
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
す
。

結
果
は
自
主
防
災
実
行
委
員
会
で

整
理
し
た
後
、
資
料
と
し
て
ご
報
告

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。自

主
防
災
実
行
委
員
会
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地
域
交
通
の
あ
り
よ
う
を
議
論

８
月

日
（
金
）
夜
、
伊
賀
支
所
で
、
今

２４

年
度
第
一
回
の
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
協
議
会
い
が
ま
ち
部
会
（
柘
植
・
西

柘
植
・
壬
生
野
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

柘
植
地
域
か
ら
は
松
山
宗
達
さ
ん
（
柘
植

駅
を
核
と
し
た
公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
委
員
）

と
柘
植
美
智
代
さ
ん
（
健
康
福
祉
部
会
長
）
が

出
席
、
松
山
さ

ん
に
は
い
が
ま

ち
地
域
部
会
議

長
も
務
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま

す
。会

議
で
は
、

上
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
「
し

ら
さ
ぎ
」
号
の

新
運
行
計
画
に

つ
い
て
の
話
し

合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

現
行
の
い
が
ま
ち
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

が
新
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
一
切
考
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
や
、
合
併
後
長
期
に
わ
た
り
、

支
所
間
の
連
携
や
伊
賀
市
一
体
化
を
図
る
体

系
に
な
っ
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

９
月

日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
柘
植
地

１３

区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
「
公
共
交
通
に
関
わ

る
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地
域
美
化
対
策

地
域
美
化
対
策
と
し
て

と
し
て

ナ
タ
ネ
栽
培
の

ナ
タ
ネ
栽
培
の
可
能
性

可
能
性
を
探
る

を
探
る

生
活
環
境
部
会

８
月

日
（
金
）
夜
、

２４

ゆ
め
テ
ク
ノ
伊
賀
で
、
菜

種
栽
培
講
習
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
冒
頭
、
大
山
田

農
林
業
公
社
の
亀
井
健
司

さ
ん
（
写
真
）
か
ら
、
今

年
度
は
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
っ
て
以
来
の
不

作
で
、
約
５
ト
ン
の
収
量
し

か
な
く
反
収
も
例
年
の
半
分

程
度
だ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ナ
タ
ネ
栽
培

の
講
習
や
市
の
補
助
事
業

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。ち

な
み
に
柘
植
地
域
で

取
り
組
ん
だ
分
（
写
真
：
７

月

日
刈
取
後
）

は
、
好
成
績

１２
で
あ
り
、
今
後
の
栽
培
に

向
け
た
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

柘
植
ま
ち
協
で
は
、
ま
ず
は
「
景
観
向
上
」

を
第
一
の
目

的
に
、
ナ
タ

ネ
栽
培
者
を

募
集
し
て
い

ま
す
。

柘
植
地
域
の
美
化
を
め
ざ
し
て

･
･
･

ナ
タ
ネ
栽
培
者
募
集･

･
･

ま
ち
協
の
一
員
と
し
て

栽
培
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
問
い
合
わ
せ

９
月

日
ま
で
に

１４

生
活
環
境
部
会
ま
で

８
月

日
（
土
）
午
後
、

25

柘
植
公
民
館
で
、
今
年
度
、

第
４
回
の
『
計
画
』
・
規
約

等
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

座
長
で
あ
る
藤
井
明
和
さ

ん
か
ら
、
こ
こ
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
議
論
の
報
告
を
受

け
、
「
役
員
選
考
」
の
件
と

「
部
会
の
あ
り
方
」
な
ど
に

つ
い
て
の
審
議
し
ま
し
た
。

「
役
員
選
考
」
に
つ
い
て

は
、
当
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
役
員
会

で
検
討
中
で
す
が
、
「
現
役
員
や
区
長
、
顧

問
を
含
む
７
名
の
委
員
で
新
役
員
の
選
考
を

行
う
」
形
で
お
お
む
ね
進
む
予
定
で
す
。

次
に
、「
部
会
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
協
と
各
区
と
の
関
係
が
重
要
な
課
題
と

し
て
あ
り
ま
す
が
、
「
伊
賀
市
再
生
計
画
に

あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
を
基
本
に
再
編
を
審
議

し
て
い
ま
す
。

★
☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★
☆

▼
「
山
論
文
書
」
の
特
別
展
示
期

間
中
、
柘
植
歴
史
民
俗
資
料
館
に

は
約

名
が
お
越
し
に
な
ら
れ
ま

６０

し
た
。
▼
柘
植
公
民
館
に
は
大
切

な
史
料
が
ほ
か
に
も
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
見
学
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
歴
史
の
上
に
現
在
が

あ
り
、
現
在
は
未
来
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
▼
よ
っ
て
、
現
在

を
生
き
る
私
た
ち
は
未
来
の
地
域

住
民
に
対
す
る
責
任
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▼
す
で
に
【
時
代
の
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
】
に
来
て
い
ま
す
。
５
年
・

年
経
っ
て
、「
あ

10

の
と
き
、
〇
〇
し
て
い
た
ら･

･
･

」
と
後
悔
し
な
く
て

も
よ
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
西
田
方
計
）
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